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何が問われる !! 心機一転のスタート何が問われる !! 心機一転のスタート
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令
和
5
年
4
月
、
定
数
11
人
の
な
か
、
12
年

ぶ
り
の
選
挙
戦
に
よ
り
新
人
3
人
を
含
む
新

た
な
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
達
の
住
む
町
を
よ
り
よ
く
住
み
や
す
い

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
、
老
若
男
女
の
健
康

長
寿
の
幸
せ
な
町
づ
く
り
に
向
け
て
誠
心
誠

意
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
、
公
正
公
平
を
旨

と
し
て
円
満
で
活
発
な
議
会
運
営
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
「
町

民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
が
充
分
に
な

か
っ
た
こ
と
や
町
課
題
の
行
財
政
改
革
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
関

す
る
諸
問
題
、
産
業
振
興
等
議
会
と
し
て
の
調

査
・
研
究
・
討
議
が
不
足
し
て
い
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
議
会
は
「
町
民
に
積
極
的
に
議
会

の
情
報
を
発
信
し
、
町
民
と
の
情
報
の
共
有
化

を
図
る
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
執
行

機
関
も
議
会
も
共
通
の
幅
広
い
正
確
な
情
報

を
も
っ
て
、
議
会
は
町
民
の
た
め
に
審
議
し
決

定
し
て
い
く
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
に

努
め
て
い
く
と
共
に
、
今
ま
で
の
政
策
の
活
動

を
活
か
し
、
全
自
治
会
や
諸
団
体
に
小
ま
め
な

意
見
交
換
会
や
懇
談
会
を
重
ね
て
政
策
提
言

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ

う
執
行
機
関
と
議
会
が
一
体
と
な
り
「
和
す

る
こ
と
」
を
大
切
に
、
町
の
発
展
と
町
民
福
祉

の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
、
皆
様
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
議
会
を
進
め
て
い
く
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初めまして! 矢口結以と申し
ます。池田町出身在住です。この
町が大好きで、魅力だと思う部分
や風景写真をSNS を通じて発信
することが楽しみになっていま
す。そんな私には3 人の小学生の
子どもたちがいます。夫と子供た
ち、ネザーランドドワーフ（ウサ
ギの名称）のらんちゃんとの暮ら
しを楽しんでいます。
小さい頃は引っ込み思案で、

家族も心配するほどでした。しか
し、学生時代やウエディング関係
の仕事を経験する中で、少しずつ
自信をつけることができました。
音楽鑑賞も大好きで、ジャンルを
問わず楽しんでいます。高校時代
には弓道に熱を注ぎ、またいつか
…と思っておりましたが、今年念
願叶って再開。将来的には審査会
にも挑戦したいと考えています。
また、地元の自然、植物や生き物
についてさまざまな立場の人々
から学ぶ機会も得ています。環境
保全活動などにも関わりながら、
地域の発展に貢献したいと思っ
ています。
子育て真っ只中の私ですが、好
奇心旺盛な自身の性格を活かし
ながら、町民の皆さんと共に歩ん
でいけることを嬉しく、また楽し
みに思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

この度、町民の皆様の付託を
受けて池田町議会議員になり
ました。もとより浅学非才な私
ですが、行動第一に町民の皆様
のもとに足を運び寄り添い、一
人一人の声に耳を傾け、政策実
現に尽力していく所存です。
私が今回議員に立候補した
理由は、行財政改革推進委員を
２年間務める中で、町の財政が
非常に大変な状況にある事を
認識しました。この財政難を何
としても健全化へと舵をとら
なければならないと決意しま
した。今、財政健全化は池田町
において喫緊の大きな課題で
す。迫りくる大型事業の費用対
効果と優先順位を明確にし、同
僚議員や行政の皆様と力を合
わせ、この難題を乗り越えて行
きます。また、もう一つの課題
は少子化問題です。これは国家
的な一大事ですが手をこまね
いているわけにはいきません。
８月に少子化対策子育て支援
先進モデル地域である岡山県
奈義町に訪問する事によって、
必ず少子化対策の解決の方途
を導き出して行きます。今後、
安心と希望の池田町を創出す
る為に、更に町民の皆様との
ミーティングを重ねて課題解
決に日々精進して参ります。

生まれは大阪。育ったのは東
京。
好きなことは、国会中継を見
ること。
国・区・町の予算書を眺め、グ

ラフにして分析することが好き
です。政治オタクと自分でも思う
時があります。こんなきっかけは
小学校から始まりました。社会科
見学に行き、製菓工場で感動し
「見てきたゾ！新聞」というもの
を作った時に、図工以外で初めて
褒められたことからです。　
人の動き、お金の動き、社会の
波、世界の方向はすべて連動して
いて、それを円グラフ・折れ線な
ど表現方法を変えることで気が
つくことがあるのです。絵本を描
く時と同じ方法だと私は思いま
す。一つのお話を淡々と描き連ね
るのではなく、すべての場面やシ
チュエーション（状況）を書き尽
くし、自分を解き放ったところで
観察すると、表現したかったもの
が見えてきます。それを再構成す
る。政治の手法と近いと感じてい
ます。
私のような者が、この町で信任

されたことは奇跡です。この人生
のご褒美のようないただいた奇
跡を大切に、皆さんにお返しして
いきたいと思います。精一杯努め
ていきます。

議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ

新人議員自己紹介新人議員自己紹介

横
澤
は
ま

矢口結以三枝三七子山﨑正治
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2年間 この体制で取り組みます2年間 この体制で取り組みます

池田町議会だより　　第 139号　　2023 年 7月 26日発行3

議
　
長
　
横
澤
　
は
ま

副
議
長
　
和
澤
　
忠
志

常
任
委
員
会

総
務
福
祉
委
員
会

委
　

員
　

長
　
大
厩
　
美
秋

副
委
員
長
　
矢
口
　
結
以

	

矢
口
　
　
稔

	

和
澤
　
忠
志

	

服
部
　
久
子

	

横
澤
　
は
ま

振
興
文
教
委
員
会
　
　
　

委
　

員
　

長
　
大
出
　
美
晴

副
委
員
長
　
三
枝
三
七
子

	

山
㟢
　
正
治

	

中
山
　
　
眞

	

薄
井
　
孝
彦

	

横
澤
　
は
ま

議
会
運
営
委
員
会

委
　

員
　

長
　
中
山
　
　
眞

副
委
員
長
　
薄
井
　
孝
彦

	

大
厩
　
美
秋

	

矢
口
　
　
稔

	

大
出
　
美
晴

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

薄
井
　
孝
彦

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
中
山
　
　
眞
　

副
委
員
長
　
大
厩
　
美
秋
　

	

矢
口
　
結
以

	

山
㟢
　
正
治

	

大
出
　
美
晴

	

横
澤
　
は
ま

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
議
会

矢
口
　
　
稔

横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

池
田
松
川
施
設
組
合
議
会

横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

大
厩
　
美
秋

大
出
　
美
晴

議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会
（
新
た
に
設
置
）

委
　

員
　

長
　
和
澤
　
忠
志

副
委
員
長
　
三
枝
三
七
子

	

他
全
議
員

　
【
主
　
旨
】

　
住
民
参
加
の
議
会
を
目
指
し
、
開
け
た
議
会
を

展
開
し
て
い
く
目
的
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
議
員
で
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　①
　
住
民
要
望
実
現
に
関
す
る
こ
と

②
　
町
財
政
健
全
化
に
関
す
る
こ
と

③
　
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

④
　
そ
の
他
議
会
改
革
全
般
に
関
す
る
こ
と

新しい議会の最初の行事新しい議会の最初の行事

広津・陸郷の文化財視察と自治会意見交換会（詳細は次号）

池田町水源地・上水道施設視察



予
算
決
算
特
別
委
員
会

審議した内容は？審議した内容は？
どんな回答が？どんな回答が？ 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑

6 月議会定例会　予算決算特別委員会

◎
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
利
用
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
関
係
す
る
料
金
表
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
設
定
で
き
れ

ば
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
み
が
湧
く
の
で
は
。

答
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で
は

現
在
考
え
て
い
な
い
が
、
わ

か
り
や
す
い
案
内
を
情
報
と

し
て
ま
と
め
て
い
く
。

◎
役
場
職
員
の
補
充
は

問
　
職
員
の
離
職
が
増
え
人

事
面
に
お
い
て
難
し
い
状
況

の
中
、
職
員
補
充
は
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

役
職
兼
務
の
増
加
、
職
員
離

職
の
懸
念
も
あ
る
。
職
員
配

置
を
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

答
　
今
年
度
の
中
途
採
用
は

定
員
管
理
上
、
非
常
に
難
し

い
面
が
あ
る
。
各
課
で
協
力

◎
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

ス
タ
ー
ト

問
　
池
田
町
公
共
施
設
使
用

予
約
は
、
ど
ん
な
予
約
シ
ス

テ
ム
に
な
る
の
か
、
ま
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
交
流
セ
ン
タ
ー
は
7
月

か
ら
始
ま
る
。
多
目
的
セ
ン

タ
ー
、
創
造
館
、
や
す
ら
ぎ

の
郷
は
来
年
度
当
初
か
ら
を

予
定
し
て
い
る
。
事
務
的
な

流
れ
は
、
利
用
者
登
録
、
利

用
者
登
録
I
D
発
行
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
施
設
予
約
す

る
。
支
払
い
は
窓
口
で
お
願

い
す
る
。
P
C
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方

向
け
に
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設

置
準
備
中
の
端
末
か
ら
入
力

可
能
に
す
る
。

問
　
ど
れ
く
ら
い
前
か
ら
予

約
が
可
能
か
。

答
　
3
ヵ
月
前
か
ら
可
能
で

あ
る
。

し
融
通
を
き
か
せ
て
乗
り
切

り
た
い
。
職
員
数
92
名
を
目

標
に
し
て
い
る
。
課
の
編
成
で

ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
必
要

か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
人
員
が
足
り
な
い
状
況

下
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員

を
正
規
職
に
迎
え
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
　
5
年
以
上
勤
務
の
方
が

か
な
り
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
試
験
の
区
分
で
正
規
職

員
と
な
る
。
試
験
で
受
か
っ

た
方
が
定
数
に
入
っ
て
く

る
。

要
望
　
人
を
配
置
す
る
と

い
う
よ
り
、
人
を
育
て
る
こ

と
に
注
視
し
て
ほ
し
い
。

◎
池
田
町
消
防
団
な
り
手
不

足
問
題

問
　
消
防
団
員
の
定
数
と
現

在
の
状
況
は
。

答
　
定
数
は
2
3
0
名
で

あ
る
が
4
月
11
日
時
点
で

2
0
2
名
、
年
度
途
中
の
入

団
者
2
名
、
現
在
2
0
4
名

在
籍
し
て
い
る
。

問
　
な
り
手
不
足
に
対
す
る

考
え
は
。

答
　
町
内
転
入
者
の
方
に
向

け
チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布
し

て
い
る
。
機
能
別
の
消
防
団

員
の
構
成
も
検
討
し
て
い
る
。

問
　
新
設
さ
れ
た
が
ん
患
者

へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
補

助
金
の
対
象
は
、
男
女
共
に

利
用
で
き
る
の
か
。

答
　
男
女
共
に
対
象
で
あ

る
。
3
名
分
を
予
算
計
上
し

て
い
る
。

◎
補
助
金
等
活
用

問
　
県
か
ら
の
様
々
な
補
助

金
や
交
付
金
利
用
で
農
業
者

の
課
題
は
。

答
　
大
き
な
課
題
は
高
齢
化

の
問
題
。
ま
た
所
得
が
上
が

ら
な
い
、
農
業
機
械
が
高
額

な
た
め
補
助
金
を
あ
て
に
し

て
し
ま
う
等
の
声
が
多
い
。
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交流センターかえでの
予約システム

田園風景

池田町消防団
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別
委
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◎
あ
っ
ぱ
れ
イ
ベ
ン
ト
今
年

は
問
　
あ
っ
ぱ
れ
中
止
に
つ
い

て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

中
、
他
地
区
で
は
イ
ベ
ン
ト

が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
池
田

町
も
先
送
り
せ
ず
今
か
ら
計

画
を
立
て
実
施
を
し
て
ほ
し

い
が
。

答
　
来
年
に
向
け
体
制
を
整

え
、
大
勢
の
人
に
関
わ
っ
て

も
ら
い
ふ
る
さ
と
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
土
地
改
良
事
業
費
維
持

適
正
化
事
業
で
、
各
自
治
会

か
ら
要
望
の
、
事
業
遂
行
に

あ
た
り
何
年
先
ま
で
決
め
て

あ
る
の
か
、
ま
た
順
位
づ
け

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
10
年
度
ま
で
の
年

間
の
金
額
が
国
県
か
ら
割
り

当
て
予
定
が
な
さ
れ
て
い

る
。
自
治
会
要
望
に
対
す
る

厳
密
な
順
位
付
け
は
し
て
い

な
い
。

◎
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入

状
況

問
　
小
中
学
校
で
進
ん
で
い

る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
教

科
内
容
と
、
何
年
生
か
ら
使

体
制
で
、
3
歳
以
上
の
ク
ラ

ス
で
入
園
を
希
望
し
た
ら
入

れ
る
の
か
。

答
　
3
歳
以
上
な
ら
入
園
は

可
能
で
あ
る
。

問
　
保
育
士
不
足
が
心
配
さ

れ
る
が
、
人
材
確
保
の
た
め

待
遇
改
善
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

答
　
検
討
課
題
と
す
る
。

問
　
中
間
教
室
の
現
状
と
会

染
小
学
校
に
中
間
教
室
を
設

け
る
の
か
。

答
　
現
在
登
録
人
数
は
6
名

で
、
池
田
小
学
校
3
名
、
会

染
小
学
校
2
名
、
高
瀬
中
学

校
1
名
で
あ
る
。

◎
工
事
設
計
委
託
料
は
適
正

か
問
　
会
染
小
学
校
の
工
事
設

計
委
託
料
が
工
事
費
に
対
し

て
割
合
が
高
い
。
工
事
費
の

3
割
を
超
え
る
こ
と
は
問
題

で
あ
る
。

答
　
削
減
方
法
を
十
分
調
査

し
研
究
し
て
い
く
。

要
望
　
他
の
委
託
料
に
つ

い
て
も
何
年
も
前
か
ら
見
直

し
の
要
望
が
出
て
い
る
。
真

剣
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

用
す
る
の
か
。

答
　
小
学
校
は
社
会
・
音
楽
・

国
語
・
算
数
で
、
ま
た
学
年

は
3
年
生
か
ら
6
年
生
。
中

学
は
今
回
取
り
入
れ
る
の
が

公
民
で
、
す
で
に
英
語
は
使

用
し
て
い
る
。

問
　
教
科
書
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
机
が
手
狭
に
感
じ
、
ま
た

使
い
勝
手
が
悪
そ
う
で
あ

る
が
。

答
　
教
育
委
員
会
で
も
把
握

し
て
お
り
、
次
の
段
階
で
予

算
化
も
含
め
考
え
て
い
く
。

◎
保
育
士
人
材
確
保
や
中
間

教
室
は

問
　
現
状
の
保
育
園
の
保
育

〈表紙〉ハーブガーデン一帯の上空写真
令和 5年 4 月改選で議会が生まれ変わりました。このさわやかな季節にふさわしい、
開けた議会づくりを目指していきます。
昨年度、議会改革の一環で議員定数が 12 名から 11 名になりました。議員一人ひとり
の活動量も当然増やしていかなければなりません。この 4年間、町民の皆様と一緒に、
町の課題に取り組んでいきたいと思います。
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令和５年度池田町一般会計補正予算

主な目玉事業主な目玉事業

国・県・諸団体からの補助金・助成金を用いて
　福祉、教育、農林業、災害復旧に役立つ
　　　補正予算4,571万円
　　　　　　　　　　（内一般財源814万円）を可決。

国・県・諸団体からの補助金・助成金を用いて
　福祉、教育、農林業、災害復旧に役立つ
　　　補正予算4,571万円
　　　　　　　　　　（内一般財源814万円）を可決。

国・県・諸団体からの補助金・助成金を用いて
　福祉、教育、農林業、災害復旧に役立つ
　　　補正予算4,571万円
　　　　　　　　　　（内一般財源814万円）を可決。

国・県・諸団体からの補助金・助成金を用いて
　福祉、教育、農林業、災害復旧に役立つ
　　　補正予算4,571万円
　　　　　　　　　　（内一般財源814万円）を可決。

一
般
会
計
補
正
予
算

財産管理財産管理
一般経費一般経費

400万円

公園事業費公園事業費

20万円

教育振興費教育振興費
34万円

がん患者へのがん患者への
アピアランスアピアランス
助成事業助成事業
18万円

現年発生現年発生
公共土木施設公共土木施設
災害復旧事業災害復旧事業
2,613万円

［財源］［財源］
一般財源　400万円

［財源］［財源］
一般財源　20万円

ツルヤ南側町有地の南側
擁壁が隣接農地側に傾
いており、倒壊すると危険
なため擁壁修繕工事を
行い、安全な状態に戻し
ます。

クラフトパーク管理経費
から美術館正面南側の
枯れた赤松2本の伐採を
行います。

一人1台端末ソ
フトウェア使用料
から指導用デジ
タル教科書1教
科分を小中学校
に導入します。

がん患者との共生社会の
中で社会参加の促進や
療養生活の質の向上の
ために、助成対象金額の
1/2に乗じた金額で2万
円上限で助成。

5月7日〜8日の大雨によ
り被災した町道登波離橋
線（相道寺）、町道658号
線（桃の木上）の公共土
木施設（道路）について復
旧工事を実施し、交通の
安全を確保します。

［財源］［財源］
一般財源　34万円

［財源］［財源］
県補助金　9万円
一般財源　9万円

［財源］［財源］
国交付金	 1,668万円
町債	 830万円
一般財源	 115万円
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本会議質疑・討論・結果本会議質疑・討論・結果
本
会
議
討
論
　

◉議案 41 号賛成討論

薄井孝彦 議員
設計監理料の算出方法は令和元

年の国交省告示98号により変わり、一般的に設計
監理料は工事費の10％から20％と言われている。
また、工事内容により設計監理料の工事費に対す
る比率は異なるとも言われており、本工事の設計
監理料は専門家でなければ算定できないと考える。
大切なことは実施の段階で設計監理料をいか

に下げるかである。町内外から見積書をとり、価格
と監理力を勘案し業者選定を行って欲しい。
また、この設計監理料のみで議案全部を否決す
れば町政は前に進めなくなる。以上２つの理由で
本議案に賛成する。

陳情審議
1.陳情2号　「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の
採択を求める陳情書

【意見】 最低賃金の全国一律化と中小企業の支援強化をすることで賛成。
【結果】 全員一致で採択

2.	陳情3号　八十二銀行池田支店の再開のための取り組みに関する陳情
【意見】 町民の不安や窓口の必要性を八十二銀行に提言し店舗の再開を求めていく。
【結果】 全員一致で採択

賛成です

◉令和 4 年度池田町一般会計補正予算第 9 号質疑
矢口　稔 議員
問　個人番号制度マイナンバー制度の様々なトラブルが全
国各地で見られているが、当町ではトラブルがあったのか。

答　電算株式会社に点検依頼しており、当町ではトラブル
は発生していない。

服部久子 議員
問　子育て支援、電気ガス食品の価格高騰による給付金や
生活困窮者の給付金などどのような申請の仕方か。

答　対象者の方に通知をしてその対象となり得るかどうか返
事をしていただくというやり方。中小企業給付金は、事業主・
農業関係者・商工会などを通じて申請確定を行っている。

◉令和 5 年度池田町一般
会計補正予算第 2 号

矢口　稔 議員
問　プレミアム商品券等の消
費者動向を把握して、住民の
ニーズなど今後の政策に反
映させていくべきでは。

答　配布後の状況把握をして
いきたい。また、その使用状
況の報告もしていく。

三枝三七子議員
会染小学校工事請負費

275万円の設計管理料99万円につきま
して、この事業費275万円は雨樋と雨樋
が壊れ浸水してしまった壁の補修ですが、
事業委託する先方優位の算定金額をそ
のまま載せていて、また一つ一つの委託
料などについても正確な検討がなされな
いままの状態が目に付きます。
納得できる図面提示もなく、ただ補修

の必要な面積と交換必要な雨樋の長さ
だけを示されている。私は反対の意を表
明致します。

反対です

本会議質疑（一部抜粋）
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6月定例会
主な議案の説明と
審査結果10議員が町政を問う10議員が町政を問う10議員が町政を問う

審
査
結
果
一
覧

◯…賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

矢
口
結
以

三
枝
三
七
子

山
﨑
正
治

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

矢
口
　
稔

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

横
澤
は
ま

5
月
臨
時
会

同
意 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
承
認 令和5年度一般会計補正予算（第1号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

6
　
　
月
　
　
定
　
　
例
　
　
会

承
　
　
　
　
認

税条例等の一部を改正する条例の制定について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度一般会計補正予算（第9号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度国民健康保険特別会計補正予算（第3
号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
2号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和5年度一般会計補正予算（第2号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
　
　
　
　
案

公共施設使用料徴収条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

総合福祉センター設置条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

総合福祉センターの管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和5年度一般会計補正予算（第3号）について 可決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和5年度下水道事業会計補正予算（第1号）につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

同
　
意

監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

固定資産評価員の選任につき同意を求めること
ついて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

陳
　
情

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求め
る意見書」の採択を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

八十二銀行池田支店の再開のための取り組みに
関する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発
　
議

議会改革等推進特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求
める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※横澤議長は表決には加わりません。
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10議員が町政を問う10議員が町政を問う10議員が町政を問う
質問者 質問事項

矢口   　稔 議員 若者に職場体験（インターンシップ）の導入と推進は

中山   　眞 議員 池田町の風土を活かした町おこしを

大厩　美秋 議員 屋根貸し事業の今後は

薄井　孝彦 議員 町の資源を活かし人を呼び入れる施策を

服部　久子 議員 学校給食費無料化の時期はいつか

三枝三七子 議員 人口減少が止まらない池田町を住み良くする為の町民の声

山﨑　正治 議員 今後の財政健全化への道筋は

和澤　忠志 議員 水田の５年水張りルールにおける町の対応は

大出　美晴 議員 農業政策のこれからの課題について

矢口　結以 議員 池田町認定こども園の現状

一
つ
の
施
策
と
し
て
交
通
安
全
協
会
と
相
談
し
て

検
討
し
た
い
。
　
　
　
　
　

人
工
知
能「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
」の
活
用
は

問
国
内
の
地
方
自
治
体
で
も
導
入
に
向
け
て

議
論
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
県

で
も
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
町

の
対
応
は
。

答
ま
ず
は
デ
ジ
タ
ル
推
進
の
枠
組
み
で
職
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
し
そ
の
後
、
検

討
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
早
急
な
導
入
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
小
中
学
校
に
お
け
る
人
工
知
能
の
活
用
や

運
用
指
針
は
。

答
未
知
の
も
の
故
に
、
使
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
と
い
う
の
が
現
実
的
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
き
な
枠
組

み
で
の
最
低
限
の
ル
ー
ル
作
り
や
共
通
理
解
は
不

可
欠
で
あ
る
。様
々
な
機
関
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

現
場
教
職
員
と
方
向
性
を
探
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
3
月
の
有
効
求
人
倍
率
が
1
．
5
と
町
内

企
業
で
も
人
材
不
足
が
起
き
て
い
る
。
役

場
で
も
目
標
で
あ
る
92
名
の
職
員
数
を
下
回
る
89

名
と
の
こ
と
。
早
期
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
も
若
者

に
職
場
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
受
け
入

れ
、
人
材
確
保
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
人
材
の
発
掘
や
就
職
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

防
ぐ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
た
と
き
に
、
職
員
の
負

担
や
通
常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
場
合
も
あ
る
。

年
度
途
中
の
採
用
に
つ
い
て
も
有
効
な
手
段
で
あ

る
が
、採
用
す
る
人
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
な
ど
、

当
面
は
年
度
初
め
の
雇
用
を
考
え
て
い
る
。
他
市

町
村
と
の
動
向
も
参
考
に
し
て
、
研
究
し
た
い
。

高
校
生
へ
の
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
を

問
4
月
よ
り
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
交
通
死
亡
無
事
故

3
0
0
0
日
を
超
え
お
り
、
高
校
生
へ
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
や
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
の

町
宣
言
」
な
ど
、
町
ら
し
い
取
り
組
み
を
求
め
る

が
。答

購
入
補
助
は
、
当
面
は
啓
発
を
推
進
し
て
、

自
主
性
を
育
ん
で
ま
い
り
た
い
。
宣
言
は

矢や
ぐ
ち口

　
稔

み
の
る 

議
員

若
者
に
職
場
体
験

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

の
導
入
と
推
進
は
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４月から着用が努力義務化
された「自転車ヘルメット」



一
般
質
問

問
北
ア
ル
プ
ス
と
田
園
風
景
の
美
し
さ
は
町

の
大
き
な
資
源
で
あ
る
。
こ
れ
を
活
か
し

町
に
人
を
呼
び
入
れ
る
施
策
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
町
P
R
動
画
配
置
を
。

答
町
D
X
推
進
チ
ー
ム
の
な
か
で
十
分
に

検
討
し
て
い
く
。

問
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
充
実
を
（
前
年
度
利

用
台
数
：
10
台
）。
ま
た
、
町
自
転
車
推

進
計
画
の
策
定
を
。

答
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
関
係
者
で
協
議
し
充

実
を
図
る
。
町
自
転
車
推
進
計
画
は
年
度

内
に
形
に
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

問
ハ
ー
ブ
園
も
町
の
大
き
な
資
源
で
あ
る
。

足
湯
を
休
憩
所
と
し
、
ハ
ー
ブ
の
こ
と
が

分
か
る
看
板
設
置
を
。
ま
た
、
ハ
ー
ブ
園
に
つ
い

て
意
見
聞
く
場
の
設
定
を
。

答
看
板
設
置
は
補
正
予
算
を
要
求
す
る
な
か

で
検
討
す
る
。
意
見
を
聞
く
場
は
年
度
内

に
設
定
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
ハ
ー

ブ
園
の
ガ
ラ
ス
温
室
な
ど
の
施
設
整
備
を
。

答
ハ
ー
ブ
園
の
施
設
整
備
は
慎
重
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
は
目
的
を
明
確
に
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問
発
電
事
業
者
に
池
田
小
学
校
・
池
田
保
育

園
・
会
染
小
学
校
・
高
瀬
中
学
校
・
や
す

ら
ぎ
の
郷
の
5
カ
所
を
屋
根
貸
し
し
て
い
る
が
、

経
過
と
実
績
は
。

答
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
や

行
政
財
産
の
有
効
活
用
等
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
令
和
2
年
度
か
ら
20
年
契
約
で
約

9
3
0
万
円
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

問
屋
根
貸
し
事
業
の
展
開
で
高
瀬
浄
水
園
を

提
案
す
る
。
今
後
「
P
P
A
事
業
」
を
視

野
に
入
れ
町
の
考
え
は
。

答
確
か
に
「
P
P
A
事
業
」
が
主
流
に
な
る

と
考
え
る
。
調
査
研
究
を
す
る
。

保
育
園
エ
ア
コ
ン
未
設
置
室
の
今
後
は

問
両
保
育
園
の
エ
ア
コ
ン
未
設
置
室
へ
の
導

入
が
進
行
し
な
い
課
題
は
。

答
会
染
保
育
園
は
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
増
設
が

必
要
で
あ
り
多
額
の
経
費
が
か
か
る
た
め

検
討
し
た
い
。
池
田
保
育
園
は
未
設
置
室
が
空
き

部
屋
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
設
置
す
る
。

問
未
設
置
室
の
環
境
改
善
に
つ
い
て
対
応
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
ク
ー
ル
様
か
ら
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

新
年
度
予
算
基
本
方
針
か
ら

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
進
捗
と
事
業
者
向

け
取
り
組
み
策
は
。

答
一
例
と
し
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
と
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
協
定
締
結
が
あ

る
。
町
内
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ま
れ
て
い
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
は
連

携
を
取
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
　

問
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進
状
況
と
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
の
見
通
し
は
。

答
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
た
り
、
有
機
野
菜

等
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
宣
言
は

農
業
者
、
事
業
者
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
、
生
産

か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
取
り
組
み
が
要
件
。
地

域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
事
業
者
で

横
展
開
し
、
町
の
食
育
条
例
を
加
え
た
一
体

型
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
構
築
す
る
考
え
は
。

答
提
案
の
一
体
的
取
り
組
み
に
は
大
い
に
共

感
す
る
。
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
を
構

築
し
て
い
く
。

問
町
内
ハ
ー
ブ
生
産
者
が
、
高
齢
化
が
進
む
中

で
奮
闘
努
力
し
、
ま
た
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里

づ
く
り
」
に
関
わ
る
多
く
の
事
業
者
が
活
躍
し
て

中な
か
や
ま山

　
眞

ま
こ
と 

議
員

池
田
町
の
風
土
を
活

か
し
た
町
お
こ
し
を

薄う
す
い井

孝た
か
ひ
こ彦 

議
員

町
の
資
源
を
活
か
し

人
を
呼
び
入
れ
る
施

策
を

大お
お
ま
や厩

美よ
し
あ
き秋 

議
員

屋
根
貸
し
事
業
の
今

後
は
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般
質
問

町
・
社
口
原
の
農
業
振
興
策
は

問
町
農
業
振
興
協
議
会
の
中
間
答
申
で
は
本

年
度
、
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
法
人
の
担
い
手
は
探
し
て
い
る
が
未
定
で

あ
る
。
ま
た
、
農
地
集
積
も
困
難
な
状
況
。

問
再
生
可
能
な
遊
休
農
地
（
4
1
0
0
㎡
）

を
町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
町
外

か
ら
耕
作
者
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
を
。

答
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向
で
研
究
す

る
。

問
町
内
の
方
が
社
口
原
で
の
※

環
境
再
生
型

農
業
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
構
想
）

を
提
案
さ
れ
た
。
町
長
の
考
え
は
。

※
土
壌
に
有
機
物
を
増
や
す
こ
と
で
C
O
2

を
貯
留

し
、
自
然
環
境
の
回
復
に
繋
げ
る
農
法

答
慎
重
に
研
究
し
て
い
く
。

問
3
月
議
会
で
、「
社
口
原
で
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ

ク
ル
ベ
リ
ー
な
ど
の
試
験
栽
培
を
し
、
適

性
を
み
る
と
」
回
答
し
た
。
進
捗
状
況
は
。

答
町
は
農
地
の
利
用
権
者
と
、
ソ
バ
栽
培
と

農
地
保
全
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
て
お

り
、
試
験
栽
培
は
予
定
し
て
い
な
い
。

な
っ
た
。
効
果
の
確
認
を
行
い
対
応
し
た
い
。

問
真
夏
日
、
猛
暑
日
が
増
加
す
る
中
、
保
育

士
の
方
々
も
園
児
の
健
康
管
理
に
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
が
今
後
の
熱
中
症
対
策
は
。

答
屋
内
で
は
現
状
の
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
利

用
し
普
段
の
保
育
を
工
夫
し
早
め
早
め
の

対
応
を
し
た
い
。
屋
外
で
は
水
を
有
効
利
用
し
て

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
も
検
討
し
た
い
。

問
今
年
度
、
会
染
保
育
園
の
方
向
性
を
決
定

す
る
わ
け
だ
が
、
具
体
的
に
い
つ
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
で
意
見
は
集
ま
っ

た
。
6
月
末
か
ら
7
月
初
旬
に
は
お
話
し

し
た
い
。

商
工
事
業
所
駐
車
場
の
案
内
看
板
設
置
に
助
成
を

問
駐
車
場
お
よ
び
案
内
看
板
の
新
設
更
新
に

助
成
を
提
案
す
る
。
考
え
は
。

答
商
工
事
業
者
の
既
存
店
舗
の
改
修
や
新
規

出
店
に
対
し
、
補
助
金
交
付
を
行
う
「
商

業
振
興
対
策
事
業
補
助
金
」
制
度
が
対
象
と
な
る

よ
う
に
研
究
し
た
い
。
先
ず
は
事
前
に
振
興
課
商

工
観
光
係
に
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
る
。
町
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

答
町
内
で
た
く
さ
ん
の
民
間
事
業
者
が
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
は
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
周
辺
施
設
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
内
外
に
情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

風
土
を
活
か
し
た
町
お
こ
し
を

問
風
光
明
媚
な
景
観
の
中
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
ハ
ー
ブ
の
里
を
始

め
、森
の
中
で
展
開
す
る
自
然
体
験
型
観
光
施
設
、

独
自
の
生
息
小
動
物
を
研
究
し
て
い
る
多
く
の
グ

ル
ー
プ
。
自
然
環
境
に
溶
け
込
む
池
田
町
な
ら
で

は
の
特
徴
で
あ
る
。
行
政
、
事
業
者
、
観
光
協
会
、

地
域
住
民
等
で
横
断
的
な
一
体
型
池
田
町
ブ
ラ
ン

ド
を
築
い
て
い
く
考
え
は
。

答
数
多
く
の
グ
ル
ー
プ
や
町
民
が
活
躍
し
て

お
り
、
提
案
の
要
素
を
活
か
す
べ
く
、
環

境
を
整
え
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
町
全
体
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

問
新
た
な
る
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
考
え
が
あ
る
か
。

答
答
申
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
項
目
も

多
い
こ
と
か
ら
総
合
計
画
と
は
別
の
場
を

設
け
て
検
証
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体

的
に
は
「
池
田
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
条

例
に
則
っ
た
形
式
に
し
て
い
く
。

問
町
と
し
て
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
町
か
ら

の
諮
問
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
答
申
を

基
に
プ
ラ
ン
の
作
成
を
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
今
後
財
政
健
全
化
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
評

価
検
証
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
。

答
評
価
検
証
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
あ
る
よ
う

に
基
本
的
に
は
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

に
よ
っ
て
検
証
し
て
頂
く
予
定
と
し
て
い
る
。

斬
新
な
少
子
化
対
策
で
持
続
可
能
な
池

田
町
の
創
出
を

問
少
子
化
対
策
子
育
て
支
援
先
進
地
（
岡
山

県
奈
義
町
）
へ
の
視
察
研
修
を
。

答
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で
も
ご
提
案
頂

き
ま
し
た
の
で
、
奈
義
町
へ
依
頼
し
8
月
に

問
会
染
保
育
園
問
題
は
大
人
の
責
任
で
は
な

い
の
か
?
こ
こ
十
年
決
断
せ
ず
に
来
た
こ

と
で
建
物
の
老
朽
化
設
備
の
不
備
な
ど
の
影
響
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
を

把
握
し
て
い
る
か
?

答
そ
う
い
っ
た
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
ま

た
3
ク
ラ
ス
合
同
で
午
睡
さ
せ
た
の
は
労

働
環
境
改
善
の
た
め
。
エ
ア
コ
ン
が
あ
っ
て
も
ク

ラ
ス
タ
ー
は
防
げ
な
い
。
熱
中
症
は
水
分
不
足
で

体
調
を
壊
し
た
だ
け
で
熱
中
症
で
は
な
い
。
今
年

は
保
育
の
仕
方
も
工
夫
し
て
過
ご
さ
せ
る
の
で
大

丈
夫
で
あ
る
。

問
池
田
町
の
保
育
士
の
給
料
は
全
国
平
均
よ

り
か
な
り
安
い
設
定
だ
。
改
善
し
な
い
の

か
?
子
育
て
世
代
に
は
深
刻
な
現
実
問
題
だ
。
専

門
に
検
討
す
る
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
た
い
。

答
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
現
状
分
析

を
し
て
い
る
。

問
八
十
二
銀
行
撤
退
後
の
3
台
目
の
自
動
支

払
機
設
置
候
補
場
所
な
ど
を
銀
行
側
と
相

談
し
て
い
る
の
か
。町
民
の
意
見
を
取
り
込
む
の
か
。

答
3
月
に
は
円
卓
会
議
小
委
員
会
を
開
い
た
。

候
補
場
所
に
つ
い
て
は
商
工
事
業
者
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
が
、
町
民
に
は
と
る
予
定

は
な
い
。

問
昨
年
12
月
議
会
で
町
長
は
、「
学
校
給
食

費
無
料
化
の
時
期
及
び
負
担
割
合
は
検
討

中
」と
回
答
し
た
。
そ
の
後
の
町
の
方
針
を
聞
く
。

答
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

問
財
源
は
、
令
和
6
年
で
あ
づ
み
病
院
建
設
補

助
金
3
0
0
0
万
円
が
終
了
す
る
が
、
ど

う
か
。
学
校
給
食
を
共
同
実
施
し
て
い
る
松
川
村

は
、
無
料
化
に
つ
い
て
前
向
き
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

答
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
財
源
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
課
題
と
す
る
。

3
歳
未
満
児
の
保
育
料
軽
減
を

問
池
田
町
の
3
歳
未
満
児
の
保
育
料
は
近
隣

の
市
町
村
に
比
べ
高
額
で
あ
る
。
3
階
層

の
保
育
料
は
、
月
額
1
7
0
0
0
円
で
松
川
村

の
2
倍
で
あ
る
。
月
3
0
0
0
円
減
額
し
て
も

3
歳
未
満
児
保
育
人
数
は
28
人
な
の
で
、
町
は
大

き
な
負
担
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

答
子
育
て
世
代
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
研
究
す
べ
き
時
期
と
考

え
方
向
付
け
を
し
て
い
き
た
い
が
、
当
面
無
償
化

す
る
考
え
は
な
い
。

問
3
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
が
出
て
い
る
が
、

保
育
士
不
足
か
。
待
遇
改
善
が
必
要
で
は
。

三み
え
だ枝

三み

な

こ

七
子 

議
員

人
口
減
少
が
止
ま
ら

な
い
池
田
町
を
住
み
良

く
す
る
為
の
町
民
の
声

服は
っ
と
り部

久ひ
さ
こ子 

議
員

学
校
給
食
費
無
料
化

の
時
期
は
い
つ
か

山や
ま
ざ
き﨑

正し
ょ
う
じ治 

議
員

今
後
の
財
政
健
全
化
へ

の
道
筋
は
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一
般
質
問

視
察
研
修
に
担
当
者
と
行
く
事
に
な
っ
て
い
る
。

問
池
田
町
の
子
育
て
支
援
の
現
状
と
課
題

は
。

答
課
題
は
町
内
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

体
系
的
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
複
数
の

支
援
者
と
の
的
確
な
方
針
を
共
有
す
る
方
法
の
確

立
等
が
あ
る
。

問
来
年
度
か
ら
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
。
　

答
時
期
や
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
検
討
中

で
あ
る
。

問
多
世
代
に
渡
る
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反

映
す
る
た
め
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

行
政
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
現
状
と
課
題
は
。

答
町
で
は
、
懇
談
会
は
広
く
町
政
に
対
し
意

見
を
聴
き
、
課
題
ご
と
の
内
容
で
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
子
ど
も
議
会
の
定
期
的
な
開
催
を
望
む

が
。
　
　

答
子
ど
も
議
会
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学
習
や
取
り
組
み

の
中
で
だ
さ
れ
た
考
え
を
聞
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

問
八
十
二
銀
行
は
企
業
と
し
て
と
ら
え
る
と

あ
ま
り
に
損
失
が
大
き
い
。
現
在
、
町
で

操
業
中
の
事
業
者
に
対
し
て
町
の
姿
勢
を
内
外
に

示
さ
な
い
か
?

答
今
ま
で
通
り
の
指
定
金
融
機
関
で
あ
る
か

ら
心
配
は
な
い
。

問
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
現

在
の
町
内
周
回
バ
ス
が
エ
ア
ー
バ
ス
と
言

わ
れ
て
い
る
。町
民
の
利
用
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
?

答
町
民
の
利
用
人
数
は
8
9
0
0
人
。
安
曇
野

市
と
人
口
比
率
的
に
考
え
る
と
問
題
な
い
。

問
先
日
、
池
工
の
生
徒
の
バ
ス
利
用
人
数
と
通

学
日
数
を
確
認
。
大
多
数
が
高
校
生
だ
。
町

の
人
は
使
っ
た
こ
と
が
な
い
人
が
75
%
に
も
な
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
今
国
交
省
か
ら
公
募
制
で
実
証

実
験
が
可
能
だ
。
検
討
委
員
会
が
必
要
だ
が
?

答
今
後
、
今
の
事
業
者
と
も
相
談
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

答
年
度
途
中
の
入
園
希
望
に
対
し
、
ク
ラ
ス

増
設
が
で
き
な
い
状
況
。
今
年
度
か
ら
派

遣
会
社
か
ら
保
育
士
2
名
雇
用
し
た
。
保
育
士
不

足
は
総
合
的
に
解
決
の
道
を
探
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
を

問
高
齢
者
の
足
の
確
保
は
、
現
役
世
代
も
将

来
必
要
に
迫
ら
れ
、
す
べ
て
の
町
民
に
か

か
わ
る
課
題
で
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

町
の
方
針
を
聞
く
。

答
秋
ま
で
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
で
き
る
だ
け
早
い
期
間
に
結
論
を
出
せ
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

移
動
投
票
所
の
実
施
を

問
今
回
の
町
議
会
選
挙
は
非
常
に
低
い
投
票

率
だ
っ
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
高
校
、
山
間

地
域
な
ど
に
移
動
投

票
所
を
設
置
し
、
高

齢
者
や
現
役
世
代
が

投
票
し
や
す
い
環
境

を
求
め
る
が
。

答
二
重
投
票
を

防
ぐ
た
め
、

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

回
線
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
対
照
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
必
要
と
な

り
、
研
究
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

問
令
和
5
年
1
月
に
厚
労
省
よ
り
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
に
お
け
る
使
用
済
み
オ
ム
ツ

の
処
分
に
つ
い
て
、
園
で
の
処
分
を
行
う
こ
と
を

推
奨
す
る
と
い
う
通
達
が
な
さ
れ
た
。
使
用
済
み

オ
ム
ツ
の
持
ち
帰
り
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
保
護

者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
軽
減
に
な
る
が
、
池

田
町
の
み
未
だ
に
保
護
者
に
よ
る
持
ち
帰
り
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

順
次
現
場
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
る
が
、
町
で
処
理
す

る
方
向
で
、
お
む
つ
の
処
理
容
器
や
置
き

場
所
な
ど
が
で
き
次
第
実
施
し
て
い
く
。

問
現
在
、
産
前
産
後
の
ご
家
庭
に
対
し
、
池

田
町
が
示
し
て
い
る
保
育
が
必
要
な
事
由

と
し
て
は
、
産
前
3
か
月
、
産
後
約
2
か
月
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
核
家
族
化
が
進
み
、
近
く
に
頼

れ
る
人
が
い
な
い
家
庭
は
特
に
受
け
皿
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答
現
在
の
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
は
、
産

前
3
ヶ
月
産
後
8
週
間
を
経
過
す
る
翌
日

の
属
す
る
月
の
末
ま
で
だ
が
、
他
市
町
村
で
は

も
っ
と
長
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
お
り
、

保
護
者
か
ら
は
延
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が

あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
お
母
さ
ん
が

問
令
和
4
年
度
か
ら
5
年
間
に
1
回
は
水
稲
作

付
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
当
す
る
水
張
り
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
聞
く
が
、町
の
対
応
は
。

答
5
年
水
張
り
ル
ー
ル
は
令
和
4
年
度
か
ら
8

年
度
の
間
に
、水
稲
作
付
が
な
い
圃
場
は「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」の
対
象
外
と
す
る
制
度
で

あ
る
。但
し
こ
の
間
に
作
付
け
が
な
い
場
合
で
も
、1
か

月
以
上
の
水
張
り
が
あ
れ
ば
よ
い
と
す
る
例
外
的
措

置
が
あ
る
。こ
の
場
合
圃
場
の
確
認
作
業
が
必
要
に
な

る
。そ
の
方
法
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
に
な

る
農
家
や
団
体
へ
の
影
響
は
。

答
影
響
と
し
て
は
直
接
支
払
交
付
金
や
産
地
交
付

金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
。対
応
策
は
畑
地
化

促
進
事
業
に
よ
る
助
成
金
を
活
用
し
畑
地
化
す
る
と
、

以
降
直
接
支
払
交
付
金
は
受
け
ら
れ
な
い
が
、本
年
度

で
あ
れ
ば
10
a
当
た
り
14
万
円
ま
た
は
17
万
5
千
円
の

助
成
が
受
け
ら
れ
る
。こ
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
交

付
金
の
対
象
と
な
る
水
田
の
明
確
化
を
進
め
る
。

問
こ
の
ル
ー
ル
は
米
作
中
心
か
ら
他
の
高
収
益

作
物
に
転
換
す
る
た
め
の
方
策
と
考
え
る
が
、

町
は
ど
う
い
う
方
向
で
農
業
政
策
を
考
え
る
の
か
。

答
稲
作
中
心
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
い

と
思
う
。し
か
し
収
益
の
上
が
る
農
業
形
態

が
必
要
と
考
え
る
。本
年
度
か
ら
始
ま
る
地
域
計
画

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
実
習
内
容
は
。

答
町
内
農
家
の
圃
場
で
の
園
芸
品
目
の
実
習

を
始
め
、
農
業
機
械
の
研
修
、
資
格
取
得

等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
各
種
研
修
会
の
受
講

や
簿
記
の
知
識
の
取
得
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

2
年
目
以
降
は
具
体
的
な
退
任
後
の
就
農
を
見
据

え
て
育
成
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
社
口
原
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
令
和
5
年
度
は
そ
ば
の
耕
作
に
よ
り
池
田

町
フ
ァ
ー
ム
と
調
整
を
図
り
保
全
し
て
い

る
。
令
和
6
年
以
降
の
農
地
利
用
は
、
将
来
に
渡

り
効
果
的
な
農
地
利
用
が
可
能
な
耕
作
者
確
保
に

努
め
て
行
く
。

問
5
年
水
張
り
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
農
家
に

ど
の
様
な
影
響
が
出
る
の
か
。

答
5
年
水
張
り
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和

4
年
度
か
ら
8
年
度
ま
で
の
間
に
水
稲
作

付
け
の
な
い
圃
場
に
は
令
和
9
年
度
か
ら
「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
が
受
給
で
き
な
く
な

る
ほ
か
、
農
業
再
生
協
議
会
に
よ
る
「
産
地
交
付

金
」
も
受
給
で
き
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
5
年
間

に
水
稲
の
作
付
け
が
な
い
場
合
で
も
こ
の
期
間
内

に
1
ヶ
月
以
上
水
田
に
水
を
張
る
「
た
ん
す
い
管

矢や
ぐ
ち口

結ゆ

い以 

議
員

池
田
町
認
定
こ
ど
も

園
の
現
状

大お
お
い
で出

美よ
し
は
る晴 

議
員

水
田
の
5
年
水
張
り

ル
ー
ル
に
お
け
る
町

の
対
応
は

和わ
ざ
わ澤

忠た
だ
し志 

議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
実
習
内
容
に
つ
い

て
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一
般
質
問

家
に
い
て
上
の
子
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
良
い
機
会

で
も
あ
る
た
め
、
必
要
な
ら
ば
一
時
保
育
の
利
用

が
適
正
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
現
在
は
保
育
園
に
相
談
窓
口
は
な
く
、
多

世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
町
や
教
育
委
員

会
と
の
連
携
に
お
い
て
、
子
ど
も
課
の
設
置
も
含

め
、
こ
の
問
題
を
早
く
解
決
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
令
和
2
年
度
よ
り
相
談
窓
口
専
門
部
署
と

し
て
、
全
て
の
年
代
の
方
々
を
対
象
に
多

世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
た
。
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
関
係
部
署
に
繋
ぎ
対
応
し
て
い
る
。

保
育
園
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
園
か
ら
多

世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
対
応
し
て
い
く

体
制
に
な
っ
て
い
る
。

の
作
成
段
階
で
、多
く
の
農
業
者
の
声
を
聴
き
、将
来

の
方
向
性
を
考
え
る
。

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

問
鳥
獣
被
害
は
、こ
こ
に
き
て
さ
ら
に
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。町
の
問
題
と
し
て
、現
在

の
対
応
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
聞
く
。

答
鳥
獣
被
害
対
策
は
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
、数

を
減
ら
す
こ
と
の
2
つ
で
あ
る
。こ
の
視
点
か

ら
対
策
と
し
て
、県
の
モ
デ
ル
事
業
を
導
入
し
電
気

柵
を
中
鵜
地
区
に
設
置
し
た
。ま
た
サ
ル
対
策
と
し

て
G
P
S
首
輪
に
よ
る
遠
隔
測
定
、農
業
委
員
会
に

よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、誘
引
す
る
え
さ
の
除
去
の

啓
発
活
動
等
を
し
て
い
る
。今
後
の
対
応
と
し
て
、サ

ル
捕
獲
の
強
化
、鳥
獣
の
処
理
施
設
設
置
、誘
引
す
る

え
さ
の
除
去
等
の
継
続
的
な
啓
発
活
動
を
行
い
、地

域
全
体
の
課
題
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

会
染
西
部
ほ
場
非
農
用
地
の
除
草
に
つ
い
て

問
非
農
用
地
は
ど
の
よ
う
な
管
理
か
、除
草
を

し
な
い
と
景
観
も
悪
い
し
鳥
獣
の
住
家
に
な

り
か
ね
な
い
。何
れ
作
物
へ
の
影
響
が
出
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
。町
の
考
え
を
聞
く
。

答
非
農
用
地
は
、ほ
場
整
備
工
事
関
係
の
資
材

置
き
場
、ま
た
建
設
事
務
所
の
根
固
め
ブ
ロ
ッ

ク
の
製
作
お
よ
び
仮
置
き
場
と
し
て
令
和
8
年
ま
で

使
用
予
定
。こ
の
間
、工
事
施
工
業
者
が
除
草
す

る
。そ
れ
以
外
の
区
域
は
町
で
除
草
を
行
う
。ほ

場
整
備
事
業
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
が
終
了

す
る
と
、非
農
用
地
工
事
着
手
ま
で
町
で
除

草
す
る
。

理
」
を
行
い
、
連
作
障
害
が
発
生
し
て
い
な
け
れ

ば
引
き
続
き
交
付
対
象
す
る
と
い
う
例
外
的
な
処

置
も
あ
る
。
ま
た
、
5
年
に
1
度
水
を
張
れ
ば
終

わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
5
年
間
も
再
度
水
を

張
る
必
要
が
あ
る
。

問
5
年
水
張
り
に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組
み

は
。

答
国
は
「
畑
地
化
促
進
事
業
」
を
制
度
化
し

た
。
こ
れ
は
水
田
を
畑
地
化
し
て
高
収
益

作
物
等
に
取
り
組
む
農
業
者
が
助
成
金
を
受
け
ら

れ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
助
成
金
に
つ
い
て
は
次

年
度
に
向
け
農
業
者
に
周
知
し
た
り
、
要
望
調
査

を
実
施
し
て
い
く
。

問
職
員
駐
車
場
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

答
基
本
的
に
役
場
庁
舎
の
駐
車
場
に
つ
い
て

は
有
料
と
す
る
方
向
で
意
向
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
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■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
中
山
　
　
眞

副
委
員
長
　
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
　
矢
口
　
結
以

山
﨑
　
正
治

大
出
　
美
晴

横
澤
　
は
ま
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これからの議会報のご提案

新
し
い
議
会
構
成
に
な
り
、
関
心
の
持
た
れ
る
議

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
議
会
改
革
等
推
進
特
別
委

員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
議
会
報
編
集
委
員
メ

ン
バ
ー
も
入
れ
替
わ
り
、
同
じ
視
点
か
ら
、
町
民
の

皆
様
の
興
味
の
持
た
れ
る
特
集
等
ご
要
望
に
応
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
2
年
間
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
検
討
会
を
開
き
ま
し

た
。
読
み
や
す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
を
テ
ー
マ
に
、

今
後
は
、
一
般
質
問
や
討
論
内
容
だ
け
で
な
く
、
議

会
定
例
会
以
外
で
の
議
員
個
人
活
動
の
実
態
や
素
顔

の
見
え
る
内
容
の
シ
リ
ー
ズ
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員
活
動
は
3
か
月
ご
と
の
議
会
定
例
会
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
閉
会
中
の
各
委
員
会
活
動
や
議
員
個

人
の
報
告
会
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
、
調
査

活
動
な
ど
住
民
と
ふ
れ
あ
う
中
で
行
政
・
議
会
へ
の

要
望
・
陳
情
・
提
案
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
。
そ

れ
を
協
議
の
場
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
住
民
参
加
の
議
会
の
姿
だ
と
思
い
ま

す
。
本
会
議
定
例
会
の
報
告
中
心
の
内
容
を
少
し
ず

つ
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
や
農
業
・
教
育
課
題
、
自
然
・

観
光
や
風
土
等
の
特
集
や
、
保
小
中
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
全
世
代
の
活
躍
す
る
姿
を
掲
載
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
間
に
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
次
号
以
降
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
出
演
場

面
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

	

中
山
　
眞

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
は
、
議
会
報
の
各
ペ
ー
ジ

ご
と
で
も
全
体
に
関
わ
る
ご
提
案

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
読
み

た
い
と
思
え
る
内
容
な
ど
の
屈
託

な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
議

会
報
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
議

員
個
人
や
議
会
に
対
す
る
要
望
等

は
こ
の
編
集
委
員
会
で
は
取
り
上

げ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

送
付
方
法
は
、
下
記

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か

F
A
X
で
。
無
記
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら

か
ら
の
返
信
な
ど
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
容
赦
願
い

ま
す
。
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
皆
様
の
ご
提
案
の

特
集
も
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
中
継
は
傍
聴
席
、
あ

づ
み
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

Y
o
u
T
u
b
e
等
で
ど
な
た
で

も
傍
聴
、
閲
覧
で
き
、
ま
た
役
場

ロ
ビ
ー
と
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

に
て
テ
レ
ビ
放
映
を
し
て
い
ま

す
。
議
員
全
員
の
一
般
質
問
の
詳

細
資
料
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
場
だ
け
で
な
く
、
定
例

会
期
間
中
行
わ
れ
る
予
算
決
算
特

別
委
員
会
（
3
階
協
議
会
室
）
で

の
実
際
の
審
議
内
容
も
傍
聴
で
き

ま
す
。
特
に
3
月
議
会
で
の
予
算

審
査
は
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
い
と

思
い
ま
す
。
池
田
町
の
1
年
間
が

ほ
ぼ
決
ま
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
の
意
見

交
換
会
も
予
定
し
て
お
り
、
自
治

会
長
さ
ん
に
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
各
グ
ル
ー
プ
、
団
体

等
と
の
意
見
交
換
会
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
下
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

意
見
交
換
会
の
全
貌
と
詳
細
は

次
号
掲
載
予
定
で
す
。

議
会
報
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

議
　
会
　
情
　
報


